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大坂の両替商銭屋の芸能享受
はじめに
　大阪商業大学商業史博物館に、元・同大学教授の佐古慶三氏の旧蔵文書が所蔵されている。その中に、幕末から明治初期
にかけて大坂で両替商を営んでいた逸身家銭屋佐兵衛の日記が残されている。
　両替商の銭屋については、近年、新たな史料の発見により、主に日本史の分野で注目され、基礎的研究が進展している。
資料調査の報告書作成を手始めに、研究書二冊が刊行され、大阪歴史博物館では二〇一四年十一月～二〇一五年一月に特集展示が開催された。本稿は、それらの成果により近年明らかになった銭屋家の基本的なすがたをふまえ、大阪商大蔵の日記を素材として、銭屋の芸能とのかかわり 考察するものである。
　銭屋についての研究が近年になって進展したのは 「逸身家文書」 （逸身喜一郎氏蔵、現在は大阪歴史博物館に寄託） 発
見と調査・活用がなされた がその理由 ある。それに加えて大阪商大蔵の日記等も併せて用いられ ことにより、日本史分野、 りわけ社会経済史の方面について 果が発表さ た。まず『大坂両替商逸身家文書 　現状記録調査報告書』が公刊され、それに続いて逸身喜一郎・吉田伸之編『両替商 　銭屋佐兵衛』が、第一巻『四代佐兵衛
 評伝』 、第二巻『逸身家文書
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研究』の二冊として、二〇一四年に東京大学出版会から刊行されている。さきに記した大阪歴史博物館での特集展示の際にも、解説パンフレットが作成された。本稿でも、日記中に登場する人物の概要説明など、銭屋に関する基礎的な事項はこれらの成果に拠っていることをまず断っておく。
　さて、大坂島之内の石灰町に店を構えていた銭屋佐兵衛の日記（以下、本稿では「銭屋日記」と記す）の概要については、
第一巻『四代佐兵衛
 評伝』の中で、 「史料改題３銭佐日記」として須賀博樹氏により紹介されている。この書の表題にも見
られるごとく、銭屋日記を残した佐兵衛は 四代目の銭屋佐兵衛にあたる。ちなみに彼は文化五年（一八〇八）の生まれであり、明治二十四年（一八九一）に歿している。また、天保四年（一八三三） 家督を相続していることが明らかになっている。
　なお、同書内において逸身喜一郎氏は、銭屋日記の筆者について「日記を書いているものは店の者 ある。その階層はお
そらく手代で ると推測できるが、本当のところは分からない。筆跡はしょっちゅう変わっているが、それほど人数が多いようにもみえない」 （第一章 　はじめに「一 　史料と方法」 ）としている。
　銭屋日記は近世末期から明治期に至る、計二十一冊が伝存している。その期間は嘉永五年（一八五二）十一月から明治
十五年（一八八二）五月までに及ぶが、途中 安政七年（一八六〇）から慶応元年（一八六五）までの期間は欠けているなど、残されていない時期もあ また、記述がごく僅かである時期もあってその内容は一定ではないが、ともかくも三十年にわたる記録が残されている。近世の時期のものは、欠けている時期を除くと、ある程度の記述が毎年残されている。そしてその日記は、ほぼ四代佐兵衛が当主を勤め 期間 ものである。
　そのうち、日記の八冊目までにあたる安政四年十二月までについては、大阪商業大学商業史博物館から「銭屋Ⅰ」として
翻刻が刊行されてい 。今回の使用 あたっては、右記 箇所については原則 して翻刻を参照し、それ以後の年次については大阪商大所蔵 原文書を確認した。ただし、翻刻は付されている句読点が少なく、読解しにくい難点があ ため、今回
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は未翻刻部分の記事を引用する際と同基準で私に句読点を付している。
　ところで、これまでに筆者は、 「 『浪速詰方日記』芸能関係記事の考察」 （ 『大阪商業大学商業史博物館紀要』六号、
二〇〇五年）および「久留米藩の大坂蔵屋敷勤番日記に見る芸能享受」 （ 『芸能史研究』一七九号、二〇〇七年）において、大坂蔵屋敷勤番の武士と芸能とのかかわりを考察した。また、 「大坂の惣年寄記録にみる能記事
―
公私における能とのかか
わり
―
」 （ 『演劇学論叢』五号、二〇〇二年）において、大坂南組惣年寄である永瀬家と能とのかかわりについても考察して
いる。本稿はこれらの考察の延長線上 して、有力両替商と芸能とのかかわり 確認しようとす ものである。銭屋は決して特別な芸能愛好家である様子はなく、いわば当時の大坂にあって、芸能 対しては一般的な接点を有する商家であると考えられる。その商家が、芸能とど ようなかか り 有していたのかにつき、日記の記述から探っていきたい。
一 　能と小松原家
　銭屋と能楽のかかわりに話を進める前に、大坂の両替商と能とのかかわりについての概要を見ておきたい。　この件については、宮本圭造氏の「大坂商人の演能活動
―
担い手から見る近世大坂能楽史
―
」 （大阪大学大学院文学研究
科演劇学研究室『演劇学論叢』十一号）に有用な成果がある。とくに近世後期の大坂では、遠里彦三郎 井坂次郎右衛門など、自身でも能を嗜む両替商がおり、文化三年（一八〇六）に刊行された能役者の名寄せ ある『乱舞人物録』には、当時の大坂の両替商が多数掲載されていることが示されている。すなわち、宮本氏の指摘する「当時の大坂の能界において、両替商をはじめとする富商の素人役者がきわめて大きな位置を占めていた」との事実を、まず確認しておきたいの ある。
　今回考察の対象とする銭屋佐兵衛は、そのような素人役者でもなく また愛好者としてもそこまで熱心な存在であったと
は思われない。しかしながら、いっぽうでやはり宮本氏 指摘するように、大坂で勧進能などが開催される際に 一例とし
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ては住友家のような大両替商はその資金提供が期待され、また能興行時に観客として期待されたのも大坂商人の面々であった。宮本氏によれば、両替屋・助松屋 『毎日用事留』には 「能役者から催しの案内が届けら という内容の記事が頻出」し、勧進能の畳札（入場券）が送られてきて、それを購入する場合と、若干の銀を添え 返却する場合の方式が定型化していたという。
　銭屋日記には、能を稽古している事実が明確に記される箇所はなく、また右記のような能興行の案内も、直接能役者から
届いたことは跡付けられない。そ でも以下に記すように能とのかかわりが確認できるので、そこには特別な愛好者ではないレベルの両替商の様子が現れているものと考えたい。
　ではここから、銭屋日記内の 関係記事を見ていくことにする。その初出 、安政三年（一八五六）四月晦日（日記の記
入は五月一日）のものである。これはおそらく手紙の写しと思われる。
然者来ル十三日於小松原能興行有之候ニ付、治部左衛門方始一同御案内申度候間、御入来被下候様致度、此段可得御意如斯御座候。以上
　　　　四月晦日　これは五月十三日に催される小松原能興行の知らせというべきものである。その続きとな 記事が確かに五月十三日に見
られるので以下に引く。
　　当旦那様・丈助、土浦御振舞ニ而小松原能場へ御越、供八助。　ここには、 「土浦御振舞」のため小松原の能場へ出向いたことが記されている。土浦は常陸国の土浦藩のことであろう。
銭屋と土浦藩については、両者の関係がさほど密接であった気配はないが、後述するように安政六年四月十一 には、丈助が土浦芝居へ出向いたと 記事が見られる。土浦からの誘引は能のみで く芝居でも行われていたことになる。
　さきの記事に戻ると、ここでは土浦の「御振舞」として の能場へ出向き、能の見物をしたことが知られる。ここか
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ら見ると、小松原と直接の関係を有していたのは土浦藩側であり、その誘引に従って「当旦那様」すなわち当主である四代佐兵衛が出向いた先が小松原 能場であった、ということになろうが いずれにしても銭屋と小松原に接点が生じたことには相違がないといえよう。なお、当主に同行 る丈助は、備後町の店の責任者である三人の中の一人で、とくに からの信頼が厚く、能や芝居の見物時には頻繁に名が見られる人物であ
る（１）
。
　さて、ここに見られる「小松原」とは、大坂住の大倉流小鼓役者である小松原家と考えられる。小松原家は寛政期には、
大坂住のまま紀州藩のお抱え役者となって り、近世末期には父の伝右衛門と子の伝四郎が活動していた。彼らは大坂の各方面の有力人物と交際をしており、小松原伝四郎は かつて筆者が考察した福岡 蔵屋敷勘定奉行の大岡克俊（大阪商業大学商業史博物館蔵『浪速詰方日記』 ） 久留米藩蔵屋敷勤番の吉村辰之丞（吉村筆の公私日記）の両名とも交際がみ れた。典型的な例を一例示せば、嘉永三年（一八五〇）二月二十六・二十七日の両日、小松原伝四郎宅で能興行がなされた 、福岡藩の大岡はその両日とも見物に出かけた上、二十七日には終演後に九郎衛門町の茶屋へ同道し、宴をともにした模様である。
　再び前述の宮本氏の論考を参照すると、そこでは両替商の井坂家 小松原伝四郎との交際に触れており、幕末（年次は不
詳）の書状からは、井坂広賀が小松原に小鼓の稽古を受け 小松原宅での演能にも素人役 として出演したことがうかがえるという。
　大谷節子氏は、鼓方役者の大倉宣義と天満天神（現・大阪天満宮）神主の滋岡功長との交流について、 「能役者の雅交
―
大倉宣義と大坂天満宮神主滋岡家をめぐって
―
」 （ 『芸能史研究』一四九号）で紹介されている。そこからは小松原と滋岡と
の直接の交流はうかがえないものの 筆者 『浪速詰方日記』 考察の際に 弘化～嘉永期の滋岡家と小松原伝四郎との交流について紹介したこと ある。今回 銭屋日記によって、さらに小松原家が有力両替商の一つである銭屋とも接点を有していたことが確かめられた。武家や商家にとって謡や仕舞などの芸は重要な嗜みではあったのだが、こ ように同時期の大
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坂で、小松原という特定の役者が幅を利かせていたことには注目しておいてよいと思われる。
　小松原伝右衛門については、小林健二氏の「江戸時代における大坂の能役者」 （ 『上方文化研究センター研究年報』第三
号）でも触れられている。小林氏が延宝七年（一六七九）の『難波鶴』から、前述した文化三年の『乱舞人物録』まで、年代の異なる五点の名寄せを確認したところ、江戸期の全般を通じてその名前が載って る役者が極めて少ない中にあって、シテ方 古春（小春）左衛門と、小松原伝右衛門は例外的な存在であったことが指摘されている。すな ち、長年にわたり大坂に根付いて活動していた 家が、その土地において諸方面の有力者 も、数代にわたっ 広く交流関係を築 ていたということになろう。
　続けて、小松原と銭屋の関係を知り得る能関係の記事を確認しておきたい。　安政六年五月十四日条に以下の記事が見られる。
当旦那様、若旦那様、孝旦那様、
丈（ママ）
介
様、猶村常（舞）台へ御能見ニ御越、供九介、十内、喜八。雨天相成候ニ付、日
延ニ相成候故御帰り。
　この能見物は楢村常舞台での見物である。 「若旦那様」は当主である佐兵衛の長男 卯一郎（のち五代佐兵衛） 、 「孝旦那
様」は二男の孝之助で、のち二代目佐一郎となる人物である。ごく簡略な記述で、上演内容については記されていないが、雨天のため順延になったことが知られる。
　この時の能興行と一致する記録が『大阪市史』第四・ 触書中に残されている。その「補達八九九」によれば、四月
二十一日付で「大倉六蔵興行勧進能桟敷代・畳代・木戸札代銀之事」と題する達しが出ており 場所と趣意については「於楢村屋鋪勧進能興行 、興行期間や開催日時については「晴天六日」 「初日来ル五月十二日之由」と記されている。
　ここから、この能興行は勧進能であったことが知られる。また、催主が大倉六蔵であ ことや、勧進能は五月十二日から
晴天六日間の予定で開催され ものであることも明らかとな
（楢）
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　この時の勧進能については、大谷節子氏が『大倉流小史』の中で各種の資料を掲載して紹介されている。勧進能興行番組、
およびその解題によると、刷り番組に添えられた書き入れにより、実際の公演の様相がうかがえる。五月十二日に初日を開けた勧進能は、三日目の十四日、この日四曲目の「松風」の途中で雨のため中止されたらしい。一日の間を置き、十六日に再開された時は、刷り番組にはない「田村」が初めに置かれ、続いて「松風」の物着から以降 演じられた
　そのような、天候不良による予定の変更は、銭屋日記からも推察される。翌々日の五月十六日条に以下の記事が見られ
のである。
　　若旦那様、供猶七 孫介、十内、喜八、猶村屋敷江勧進能見ニ御越。　十四日の能が雨天で「日延」となり、さらに日記によれば翌十五日も雨天であったため、十六日に順延された勧進能を改
めて見物に出向いたことが記されている。以下は推測であるが、十 日の上演が途中で中止となっ ため、日を改めての公演に再入場が許されるなどの措置がとられたのではないだろうか。
　さて、五月十四日条 記事には、直接の小松原との接点は触れられ いない。し し、大谷節子氏の「 『安政六年大倉六
蔵東海道紀行文』紹介と翻刻」 （大阪市立大学国語国文学研究室『文学史研究』第三十三号）によれば、この勧進能の主催者で、江戸住の鼓役者である大倉六蔵が来坂し 際に、小松原伝右衛門は天満八軒屋の船着場まで出迎えに行き、また六蔵は斉藤町の伝右衛門宅へ逗留したことが記されている。そして、勧進能興行番組によれば、伝右衛門は初日の「船弁慶 、四日目の「熊野」 、五日目の「正尊」で囃子方 して出演している。
　すなわち、この勧進能には伝右衛門が多少なりとも関与していた いえる。そうなると、銭屋家が「御講」などの誘引は
なかったにもかかわらず、勧進能の見物に出向いたのには、伝右衛門から 案内があった可能性が考えられよう。
　これらのほか、小松原家との直接の関連は見いだせ いものの、能楽の見物を示す記事はいくつかみられる。安政四年九
月四日条には御霊宮での能狂言見物の記事がある。
（楢）
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　　若旦那様御霊宮能狂言見物ニ御越之事。供勝兵衛、弁当持東介。　これも簡略な記述であるため、若旦那（卯一郎）が見物に出向いたことは分かるものの、目的等は明確でない。しかし、
この記事では開催地が注目に値する。御霊宮は宮地の歌舞伎芝居や人形浄瑠璃が盛んに行われ、ことに近代には御霊文楽座で名を馳せた場所である。この地で能狂言が行われたと 記録は乏しく、この時の演能についても『近来年代記』など大坂の編年体記録には見られない おそらく稽古能などの催し 思われるが、能狂言開催 事実を示すこの記事は貴重なものといえよう。
　さらに慶応年間にも二例の記事が見られる。まず慶応二年（一八六六 四月十日条に以下の記事がある。　　一、若旦那様・丈助、土州江能狂言拝見ニ御越被遊候事。供三助。　ここでは「土州江能狂言拝見」とあるが、能舞台など上演の場所については触れていないので、おそらく高知藩（土佐
藩）の蔵屋敷における演能に招かれて見物したものと考え れ
る（２）
。
　また、翌慶応三年四月二十五日条 次の記事が見られる。　　一、若旦那様并ニ丈助・嘉兵衛、土州能興行有之、被召出出勤之事。　これも詳細は分かりかねる記述であるが、 「土州能興行」とあることから、やはり高知藩での演能機会があり その誘い
を受けての能見物と考えられる。これらのような誘引による芸能の見物については、主に次項の芝居見物の考察中で詳しく述べることとするが、蔵屋敷における演能は、取引のある両替商を招く催しとしても機能していたと考えられる。
二 　芝居見物
　芸能にかかわる記事の中では、芝居見物の記事が、事例としては最も多い。この 実はそ だけ当時 大坂 お 、と
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くに歌舞伎芝居が、こんにちでいう観客動員面では圧倒的な人気を誇っていたことの表れである。銭屋日記に見られる芝居見物の記事は、その行動について比較的詳細に記したものと、ごく簡略にしか記されていないものとの内容の精粗がある。いずれにしても外題や出演者などの情報はほとんど されていない。これは大前提として、この日記が商家の公務日記でり、個人による私用日記ではない と よる。だが、前述 ように 特段の芸能愛好者ではな 商人の見物姿勢としては、ある意味で芝居 対する標準的な姿勢が表れたものではないかと思われる。
　ところで、芝居見物のあり方にも、どうやら大別すれば二通りの行動様式が存在したようである。以下では、各々につい
て考察していきた 。
　〔ア〕 　銭屋内での芝居行　その一は、銭屋の店の中 当主や若旦那など特定の人物が中心となり、供を含めた店の者や、妻などの家族を連れた一
行で見物に出向くものである。最小単位では店の主要人物に、供の者一人が従う二人での行動があ また、大勢になると店の者が打ち揃って、十人以上での見物となることもある。
　まず、一、 二例を示したうえで、同様の事例について検討していきたい。　安政三年（ 八五六）二月十日条 記事は以下のごとくである。　　十日 戌 　天気　　店方芝居行、丈助・孫助・市松・亀吉・梅吉。　　（筆者注・無関係の記事を略す）　　御土様御新宅ゟ芝居行、御寮人様 若旦那様・
様。尤若太夫芝居忠臣蔵新狂言。
　ここでは若旦那夫妻と子息 そして店の手代らに加え、名前から察するに丁稚（近世大坂では正確には「子供」と称す
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る）まで引き連れて、道頓堀の若太夫芝居へ行き、見物をしている。また、 「忠臣蔵新狂言」と上演外題に触れているのが珍しく、以後はほとんど外題が控えられていないのに対して、この事例は興味深い。御寮人様は当主・佐兵衛の妻であるトヨである。また、 『四代佐兵衛
 評伝』によれば、
様はどうやら「ぼんさま」とでもいう意味らしく、これは若旦那の元服
以前をこう記しているものである。ここではおそらく二男を指しているのであろう。
　伝存する役割番付によれば、若太夫芝居ではこの年の正月より「忠臣蔵続礎」 「澤紫染て由兵衛」が上演され、沢村源之
助（三代） 、中村駒三郎（のち五代市川鰕十郎）らが出演している。近世後期大坂 編年体見聞記録の一つである『浮世見聞集』 （大阪府立 之島図書館
蔵（３）
）には、この年の二ノ替り狂言である若太夫芝居の上演につき「古今の大当り、大入群集
いたし三月中比迄いたし候事」との記載があり、人気が高かったことがうかがえる。銭屋日記にも「忠臣蔵新狂言」とように、人気作の「仮名手本忠臣蔵」自体ではなく その世界を用いた新たな作品が人気 集めたのであろう。
　また、同三年三月二十四日条に以下の記事が見られる。　　当旦那様・若旦那様・
様中芝居行、供半七。
　　（筆者注・無関係の記事を略す）　　三村宗匠・御家 、跡ゟ中芝居へ御越。供まつ、供七介。　ここでは当主の佐兵衛ら三人に供の者一人がつき、まず四人 中の芝居に出向き、後から三村宗匠と「御家様」 （佐兵衛
の妻か）が供を連れて合流して るので、都合八人での芝居見物である。中の芝居は道頓堀の芝居小屋の中でも最も格の高い、大芝居にあたる小屋であり、そこで八人が見物しているところから、この事例はなかなか豪勢な芝居見物であると思われる。
　役割番付によれば、 の時期の中の芝居では尾上多見蔵（二代） 、実川延三郎（初代。のち二代実川額十郎）らの出演で「
昔むかし
鐙あぶみ
文ぶんぶの
武
功いさおし
」が上演されていた。 『浮世見聞集』には、三の替り狂言における中の芝居についての記事があり、 「右大入
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大あたり。大久保一代記之趣向。海老蔵、彦左衛門役大出来評判」とある。五代目市川海老蔵は、七代目団十郎を名乗った後、天保三年（一八三二）から再び海老蔵に戻った。天保改革時に江戸十里四方追放の処罰を受けたが、各地の芝居に出演して人気を得 。この時も評判が高かったことが知られる。
　なお、三村宗匠についての詳細は不明であるが、翌安政四年の十二月八日条に「三村様御茶稽古」とあるので、茶道の宗
匠かと思われ
る（４）
。
　このように店の者で芝居へ出向く場合、店の当主や息子など中心的な人物を軸に、供の者など奉公人を含め、時にはさき
の宗匠のような周辺の関係者も加えて、芝居の見物が行われていたことが知られる。
　そのような芝居見物のあり方がよく分かる が以下 事例である。安政四年四月 六日条のも である。
平嘉ゟ使来ル、店ニ而勝兵衛引合。明日中芝居西上桟敷、三ゟ五迄之内代壱両三朱、尤客八人雑用壱人まへ九匁がへ誂ル。
　冒頭の記事は芝居見物と直接関係 ないものと思われ、それ 降が芝居見物についてのものである。中 芝居 の見物に
際し、西側上段の桟敷を「三ゟ五迄」というから、桟敷三軒分を買ったものであろう。代金は一両三朱とある。予測されることではあるが、店からの芝居見物は大衆席である平場ではなく 桟敷での見物 ったことが確かめ 見物した位置（座席）について記されているものも稀で、他に同様の事例 見られないが、店から出向く際はおそらく桟敷での が原則であったと思われる。
　そして翌日の四月十七日条に次の記事が られる。　　御家様・京都丹後屋奥様・
様・若旦那様・
様、中の芝居へ御越、供三人。
　この日には、中の芝居へ前日の記事通り都合八人で出向いている。
様は、 『四代佐兵衛
 評伝』によれば、やはり日記に
は娘たちをこう記しているとのことであ 佐兵衛には娘が三人いるが、この
様がその中のだれにあたるかは不明である。
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また、京都の丹後屋は親戚の野々口家である。
　役割番付によれば、三月吉日よりの中の芝居のものがあり、四月十七日もおそらくこの公演中であったものと思われる。
演目は「
行ゆきひらそなれのまつ
平磯馴松
」ほかであったが、 『浮世見聞集』には、この公演について中山南枝（二代）の一世一代興行であった
ことを記し、 「右大入、南枝一世一代汐汲女小ふじ。衣装、見物人眼を驚せり」と述べている。
　これらのほか、簡略な記述ながら、店の者で芝居へ出向いた記録と思われるものを以下に挙げておく。　・安政四年二月二十六日 　勝兵衛・亀吉・又吉・益吉・三之介、角芝居行。　・安政四年二月 十七日 　猶七・米吉 梅 廣 駒 、芝居行。　この二例では、人名から推測するに、丁稚の見物者が多かったと見られる。この両日は店の丁稚たち 芝居見物 機会を
与えたということであろう。ここから、芝居を見物することで、軍記物などにより古典への造詣を深めたり、また当時の一般常識を知ったりすることが得意先との会話の種ともなるとして、店側が積極的 見物の機会を設けていた可能性もあると思われる。
　店の者大勢での芝居見物を示す例として、安政 年二月の事例が挙げられる。二月十一日から十五日にかけて、都合三日
にわたって芝居を見物して るが、見物に出向いた者の名前は重複していない。十一日および十二日は見物した芝居小屋の名前も不明であるが、十五日は角芝居 あり、相当な大人数で 見物であ 。それに先立つ二日は各々四、五名での見物であるため、角芝居より小規模な小屋での見物 った可能性も考えられる。こちらについても確保できる桟敷 収容人数の関係上、三日 分かれ たも と思われる。
　・二月十一日　　今日芝居行。勝兵衛・彦吉・季吉・隅吉参り。　・二月十二日
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　　今日芝居行。忠兵衛・又吉・永吉・□吉・政吉。　・二月十五日　　 　 　　　　御新造様 　丹後屋　　御
両（寮カ）
人様・奥様・若旦那様・孝旦那様・
様、角芝居江御越被遊候。供孫介
　　跡ゟ丈介 京おつる殿・お松殿・お中殿・おうめ殿・その・九介・三介。　そして、店から出向く芝居見物がそれと分かるように記されているのが、以下に示す慶応二年二月二十日条のものである。　　一、徳助・皆助・助吉、店芝居早朝ゟ参候事。　これもごく簡略な記事であるが、文意から見て、店が主体となる芝居見物を「店芝居」と称していたらしいことがうかが
える。残念ながら小屋の名前は記されていないが、芝居見物の性質を考える上では看過できない記事であろう。
　右記で取り上げたもののほか、店からの 行と推測される事例としては、安政五年二月十七日および翌十八日に、いず
れも中の芝居へ出向いた事例、また慶応二年二月二十二日条で、奥様と御寮人様が供四人を召し連れて中の芝居の見物に出向いた事例が挙げられる。小屋の名称が不明である事例を除くと、店から 芝居行に使われた小屋は、大芝居である中の芝居と角芝居のいずれかであ
　〔イ〕 　回章等による誘引での芝居行　次に、職能上の交際による何らかの誘引行為によって、店の者が芝居へ出向いた事例を見ていく。　まず、安政五年二月九日条に以下の記事が見られる。　　丈助、備後
丁（町町）
丁
内芝居参会ニ付、中之芝居被参候。
　丈助は先述したように銭屋 手代であ が、こ 時期には備後町にある両替店を任された一人であった。その備後町内で
大坂の両替商銭屋の芸能享受
六二
設けられた芝居見物の参会があり、中の芝居へ出向いたことを記したものである。これは町内の有力者、または代表者の寄合といった形での芝居見物がなされていたことを示す事例と考えられる。
　ところで、銭屋日記の中には、主に蔵屋敷からの、回章や回状と称される回覧書類によって、飲食の宴席や住吉社参詣、
そして芝居見物などを誘いかける内容の記事がしばしば見られる。回章はその文面を日記に控える形で記録されていることが多い。そこからは寄合が、取引関係 ある諸藩の蔵屋敷の「御講」などとして開催された様子もうかがえる。
　回章による芝居行と思われる記事は、銭屋日記では安政五年以降に見られるようにな 。まず、同年二月十七日条の記事
を以下に示す。
　　　　 　因州回章
然者来ル廿五日因州御屋敷御講、道頓堀中之芝居ニおゐて御催ニ御座候間、乍御苦労無御不参当日早朝より留方衆へ向御出懸ケ可被成下候。右 案内迄御断御座候。已上
　　　　　　　　　　　　　　　倉橋屋
　　　　二月十六日
 
藤四郎
　　　　 同　　 勝兵衛
　　無拠用向差支御座候間、不参仕候。此段宜奉希候。　この事例は「因州御屋敷」すなわち因幡国鳥取藩の蔵屋敷から、二月二十五日に中の芝居での見物を誘う回章の控と考え
られる。ただし、この時は差し支えがあったため参加しなかったものとみ る。
　このような、回章による芝居見物への誘引事例をいくつか確認しておきたい。　安政六年の四月には、連続して該当記事が見られる。
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　・四月一日
然者因州御屋敷御講、三月ゟ来ル四月八日於中之芝居御催直し相成可申候間、早朝ゟ大七方へ向、各様方無御不参御出席被成下度、右御案内迄為断御座候。以上
　　　　　　　　　　　　　　　倉橋屋 　藤四郎　　 同 　　勝兵衛
　・四月八日　　丈助因州御講代り、中芝居へ参り候。供三介。　この事例では四月一日に回章が届き、そこでは因州鳥取藩蔵屋敷の「御講」として、来る四月八日に中の芝居での見物が
通達されている。そして八日に、銭屋の代表として丈助が三介を供に連れて中の芝居へ出向いた。役割番付および『浮世見聞集』によ ば、この年の三の替りは「菅原伝授手習鑑」と「油売恋山崎」の上演で、嵐吉三郎（三代） 、坂東亀蔵らの出演であった。
　このような芝居行は、諸藩の蔵屋敷等が主導しての、 「御講」や「御振舞」と称される、接待等の意味合いを持つ芝居見
物と考えられる。この うな催しは月例もしくはそれに近い頻度で開催されたらしく、実際にこ ような形で芝居見物が誘いかけられる記事が多く見ら 、定例行事化していた様子がうかがえる。具体的な記述には欠けるが、慶応二年八月十三日条の「銭丈、講振舞ニ而角芝居被参候事」も同種の事例といえる。
　この類の芝居見物がどのような性格であったか、銭屋日記からは詳細を明らかにしえないところであるが 福岡藩 大岡
による『浪速詰方日記』の事例では、芝居見物の終了後に茶屋に場所を移し、飲食がなされるのが通例であった。ここではひとまず、蔵屋敷が主導し、有力商家の代表者が集まる形での芝居見物が定例として開催されてい 、という事実を確認しておきたい。
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　さらに、右に示した中の芝居での見物から三日後にあたる四月十一日には「丈助、土浦芝居行参り候。供三介」との記事
もあり、近接した時期に、鳥取藩と土浦藩といったように別の主催者から芝居見物の誘引が生じ、芝居行が続くこともあったようである。
　ここまで見たよう 銭屋では回章等による芝居の誘引があった場合、多数の事例で丈助が出向いていることが確かめら
れる。そこで、明らかに丈助に宛てられた回章により見物した一例として、慶応二年三月八日条 ものを挙げておきたい。これは津藩からの回章によるものである。
　　一、津回章左ニ　　然者来ル十一日、大西芝居角平江早朝ゟ御苦労被下度、此段乍略
義（ママ）
一紙を以奉希候。書外乱拝話候。以上
　　　　　　　　　　　　　　　江川 　格三郎
　　　　 三月八日　　 加嶋屋 勘七様 　　加嶋屋 　利助様 　　炭屋 　正助様　　 銭屋 丈助様 　加嶋屋 　嘉助様　このように、回章の宛所として四人目に丈 の名が見える。これらから、芝居見物等の誘引に対しては、銭屋では主に丈
助が対応する役目であったことが確かめられる。
　そしてこの誘引の結果、三月十一日に「丈助、津芝居行ニ付大西へ参り候。供岩助」とあって、予定通り十一日に大西芝
居（この時の正式な名称は筑後芝居）へ出向いたことが知られる。
　ちなみに、この時は同じ三月八日付で鳥取藩からの回章が来ており（日記には九日条に記載） 、三月十四日に、津藩と同
じく大西芝居で 見物が行われた。さすがに の時は、三日後に同じ芝居を見物することを避けたものか、丈助ではなく若旦那が見物に行っている。
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　なお、この月に筑後芝居では中村宗十郎（三代。前名は三代三枡源之助） 、嵐雛助（六代）らの出演で「仮名手本忠臣蔵」
が上演された。誘引の見物先が重複したのは、人気狂言が上演されたためであったかもしれない。
　ここまでに見た事例は、備 町町内の芝居参会、回章による鳥取藩や津藩の蔵屋敷からの誘引による見物であった。それ
らとは少し異なる形での により見物に赴い 事例があるので、以下に示しておきたい。安政六年十月二十六日条の記事に見 れるものであ 。
一、高鍋御屋鋪神代様・稲倉様・岩村様・平八殿、角芝居振舞。内ゟ当旦那様・若旦那様・丈助・常七、供九助・七助、芝居茶屋角平ニ而御越被成候。
　そして翌二十七日条には「海老屋平八、昨日芝居行礼ニ来る」との記事がある 海老屋平八は前日の日記中の「平八殿」
であり、芝居行の振舞に出向いてもらった礼に来ているのが分かる。ちなみにこの時の芝居は尾上多見蔵（二代） 、嵐璃珏（二代）らによる「幼稚子敵討」と「義経千本桜」 （道行初音旅）であった。
　この事例では、回章のように複数の対象へ呼びかけるという形ではなく、銭屋 店だけに絞った振舞が催され、角芝居で
の見物が行われている。そのためか見物に赴いた人数も多く、銭屋からは当主・若旦那（長男卯一郎） ・丈助らに供の者を含めて都合六名、高鍋藩屋敷の人々を含め ば総勢十名での見物である。回章による見物時のように、店一軒から若干名が出向く形とは明らかに異なっている。この時 振舞の主体となっているのは高鍋藩であ が、同藩の蔵屋敷につき、天保四年（一八三三）の時点でその名代・蔵元は銭屋佐兵衛が勤めてい （ 『藩史大事典』第七巻 　九州編、その出典は『宮崎県近世経済史』 ） 。また、銭屋 家ではすでに文化年間には、高鍋藩と 貸借関係（貸付）が ったという（小林延人「資料紹介『土佐用日記 改題」 『大坂両替商逸身家文書 　現状記録調査報告書』 ） ここ みられる振舞での芝居見物は、おそらくこのような関係に起因するも であろう。
　高鍋屋敷による振舞の事例は慶応二年（一八六六）二月十四日条にも見られ、この時は店からは若旦那・孝旦那（二男孝
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之助） ・丈助・専助と供の岩助の計五名が角芝居へ見物に出向いている。
　ところで、能の項でも触れたように、銭屋は幕末期に入り高知藩との関係性を強めた。とくに慶応年間にはその取引も増
加している。そのような関係を示す事例として一件、慶応三年三月十二日条の記事を示しておきたい。
　　一、若旦那様・丈助・嘉兵衛、宿毛振舞候ニ付、角平ゟ角ノ芝居江罷越候事。　さきに引いた安政六年十月二十六日条の記事中 も見られたよう 、 「角平」は芝居茶屋であり、そこを通じた振舞とし
ての角芝居見物がなされている。宿毛領は高知藩の支藩であり、ここでの宿毛は広くは高知藩を指すものと思われる。同藩と銭屋とのつながりは、前述した小林氏の改題によれば、安政 年七月から高知藩への貸し付けが始まったものであるという。その後、交流は親密に ったようで、貸付額 明治四年（一八七 ）までに銀三万貫以上にのぼった。この時振舞に招かれた丈助は、こ 四ヵ月後 あた 慶応三年七月から への出張の役を務めている。こ 振舞は、そのような銭屋と高知藩との関係を表したものであろう。この年 慶応三年には、たびたび高知藩の振舞が催されており、三月十七日には若旦那が中の芝居へ、九月二十二日にも若旦那と嘉兵衛（供は三 岩助）が角芝居へ出掛け おり、高知藩と 交際が強まっている様子がうかがえる。
　〔ウ〕芝居小屋についての考察　ここまでは銭屋を主体とする芝居行と、回章等による誘引による芝居行の別を確認した。以下に示すものも、その主体か
らは後者の事例に入るが、見物に赴く芝居小屋について、ここまで挙げたものと 異なる事例を確認しておきたい。
　幕末期の大坂では、先述したように格 高い芝居小屋は道頓堀に位置す 中の芝居と角芝居の二軒であり、振舞等の際に
見物に用いられる小屋は多くがこれらで占められている。福岡藩の『浪速詰方日記』では、見物した小屋 分かる記録八件のうち六件が中の芝居で占められ た。そ ほ は一件が角芝居、残る一件は筑後芝居 あった。ま 、久留米藩の勤番
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日記では、同様の六件の記録すべてが中の芝居での見物であった。
　しかし、銭屋日記中に見られる芝居見物は、筑後芝居（大西芝居）での見物が中・角の両芝居に次いで多く、たびたび足
を運んだことが確かめられる。この点は蔵屋敷役人の日記に られた傾向とは異なっており、特徴のひとつに挙げてよいだろう。その一例は、慶応二年三月の事例としてすでに示した通りである。
　筑後芝居は道頓堀にあった芝居小屋の一つである。その名称は、伝存する役割番付 表記によれば、もともとは大西芝居
と記されていたが、天保三年三月か 筑後芝居との表記がみられるよう なる。その後、とくに天保年間は大西と筑後の名称が混交して使用され の末あたりからはほぼ筑後芝居との表記になる。銭屋日記が残る安政年間以降は 興行側の表記としてはほぼ筑後芝居となるが、見物客の間で 、大西芝居との呼称が通称として用いられていた。銭屋日記でも、筑後芝居につい いず も大西芝居と表記されている。
　筑後芝居に関する記事が最初に銭屋日記 らわれるのは、安政四年三月十九日条である。そこには因州鳥取藩からの書
状で、来る二十六日に「大西芝居行」の誘い あった旨が記されている。それを受けて、三月二十六 条に以下の記事が見られる。
　　当旦那様・丈助、因州元〆様振舞ニ而大西芝居へ御越、供又吉。　ここでは鳥取藩の振舞として、当主・丈助・供の又吉の三名が筑後芝居へ見物に出かけている。　また、慶応二年正月十六日には高知藩からの回状で、筑後芝居行の案内が来ている。　　一、土州回状左
之（ママ）　
然者此度筑後芝居行御催し被遊御用向被仰付難有仕合ニ奉存候然ル処御日取来ル廿ニ日相被極候得共、御屋敷様方御都合宜敷様承り申候。乍恐 差支無之候得ハ御参加可被下候。先者右御窺申上度、如此ニ御座候。以上
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　（ママ）
　　　　　　　
　
（ママ）
　 正
―
―
―
―
日 　　　　　留田屋
　この時の上演は、尾上松緑・中村宗十郎（三代）らの出演による「もゝちどり鳴門白浪」 「けいせい買指南所」であった。　そして慶応三年に 因州鳥取藩蔵屋敷の九月分の御講として、十月七日に筑後芝居で芝居見物が行われている。この時
の演目は実川延若、中村宗十郎（三代）らによる「
実みのりの
穐あき
佐さくらの
倉
賑にぎわい
」であった。佐倉惣五郎を扱った芝居で、 「狭倉藤五郎」
を実川延若が演じている。
　以上のような筑後芝居行 事例のほかに、堀江芝居に出向いた例が一例見られる。慶応二年十一月二十四日条の記事であ
る。
　　一、津振舞堀江芝居行丈助罷越候 。　役割番付を参照すると、堀江芝居において慶応二年十一月吉日より 興行を示す番付が残されている。実川額十郎（二代。
前名実川延三郎）ほかの出演で、 「三勝櫛赤根色指」 「須磨都源平躑躅」 比翼鳥辺山」の三作が上演されている。堀江の小屋であれば人形浄瑠璃の可能性も考えられるが、 『義太夫年表 　近世篇』 はこの時期の番付が見られず、他の資料からも興行は確認できない。したがって、これは歌舞伎の興行を見物に行ったものと考えてよいだろう。いずれにしても堀江芝居の見物を示すものはこの一例のみで、稀有な事例であったことがうかがえる。堀江は道頓堀の芝居とはやや性格 異なり、新地繁栄の名目 芝居櫓が許されていたものである。小屋 格としては中の芝居および角芝居 りは下がる 、振舞を計画する側はそのあたりの意識 さほどなかっ のようで、堀江芝居での見物 実際に行われた事例 あったことが確認され
た（５）
。
　このように、誘引による商家の芝居見物では、蔵屋敷におけるそれよりも、利用される芝居小屋が広い対象から選択され
ていたといえる。その理由は明確にし得ないが、おそらくは商家の芝居見物 ほうが、蔵屋敷勤番の見物よりも小屋の格へ
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のこだわりが少なく、自由度が大きかったためと考えられる。
　また、これらの事例から伺える点として、誘引で芝居へ出向く場合は、主に若旦那や丈助など、店の主要な人物が出向い
ていることが挙げられる。そして女性や幼い子供などを連れて行っていないのが、店一同で出向く芝居見物との差異といえるだろう。 れは店の芝居行が一族での娯楽であるのに対し、誘引によ 芝居行は商業活動における交際の一環である、の区別によるものであろう。
三 　見世物の見物
　見世物の見物事例は少なく、二例のみである。しかし事例こそ少ないが 講や振舞としての見物に なり得ない見世物興
行を見に行くという行動には、見物対象へのある程度の興味があったものと思われる。
　二例のうちの一つは安政四年（一八五七）三月八日条の記事である。　　当旦那様・若旦那様生人形ニ御越、
共（供か）
勝兵衛。
　甚だ簡略な記事であり、当時流行の生人形を見物に行ったことが知られるのみで、ここからは興行場所も確認できない。
そこで、他の編年記録により照合を試みたい。
　近世末期大坂の編年 録として有用なもの 代表格は『近来年代記』 （ 『大阪市史史料 　第一・二輯』 ）であるが、安政二年
から同四年ま の記事が欠けており、確かめることができない。
　そこで、同様の編年記録である『浮世見聞集』を参照すると、ちょうどこの年の二月 ら生人形の興行がなされたことが
確かめられる。安政四年二月 記事として以下のようにある。
当月上旬より、難波新地松乃尾南山ニおゐて、浮世見立四十八曲の滑稽生人形見世物有之。見物夥敷事。人形細工人松
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本喜三郎。同 　難波新地溝の側ニ而 　いろはたとへ見立生人形有之。大切曽我対面場、宝舩のせり上ケ是又右同様大あたり也。人形細工人安本善蔵
　すなわち、この時期はちょうど難波新地の二ヵ所において、松本喜三郎と安本善蔵という生人形を代表する細工人二人の
小屋が立ち、まさに流行・人気沸騰の生人形興行の競演がなされており、 「見物夥敷」 「大あたり」等とあるように非常な人気を博していた。銭屋の当旦那様（佐兵衛）と若旦那様（卯一郎）がどちらを に行ったのか確定するこ はできないが、二人は生人形の人気を耳にし、難波新地に足を運んだものと思われる。
　松本喜三郎の大坂初興行は安政元年で、その人気をもって翌 年には江戸で初興行を行い、さらにその翌三年に二度目の
江戸興行を行っている。江戸での興行で確固たる知名度・人気を得たのちの、再度の大坂興行であり、安政四年にはその評判も高まり、人気を得たも であろう。こ 見物には、生人形自体へ 関心のみならず、当時の話題や流行に対する興味もあったのではないかと推測される。
　二例めは安政六年二月二十三日条の記事である。　　当旦那様・供猶七、なんば新地江家御らんに御越被遊候。并御見せ物見ニ御越。　難波新地へ家を御覧に行かれた、とはどのような目的であったのかが判然としないが、難波新地といえば見世物興行の代
表的な場所であり、そのついでにという形ではあ が見世物興行へ足を運んだということであろう。
　『近来年代記』によると、二月の当該期に上演されていたものの特定には至らないが、この年の一月から三月にかけて、
大坂では以下の見世物興行がなされたことが知られる（見世物と無関係の記事は省く） 。
○かるわさ 　難波新地○みせ物 　　大仏殿
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　　　　　（中略）
○廿四孝生人形 　松井善蔵○力持 　江戸登り
　　大当り。
○女のこま回し○らん
か（ 「間」 ）
渡り 　竹田小蝶
　　　　　（中略）
○三月廿三日御城代御入。○三国伝来玉藻前 　人形細工○殺生石所 　生人形ニて○南都元興寺塔
　　二月廿九日夜出火。
○生人形忠臣蔵
　　是ハ二ワ加なり。
○牛の角力
　　角ニてつきあふなり。大当りなり。　これらの興行場所は冒頭の軽業以外には明記されていないが、当時の大坂の見世物興行場所を考えれば、これらの多くは
難波新地で行われていたと思われる。少なくとも見世物はこのように同時に一定数の小屋が出て興行されており、見物客も集まっていたことになる。当主の佐兵衛と猶七が見た も、これらの中に含まれている可能性があろう。
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　さきに見世物見物に出向く行為は、見物対象へのある程度の興味によるものと記したが、その見物は、対象への興味のみ
ならず当時の世相や流行（話題性）への関心のあらわれとも考えられる。
むすびにかえて
　今回は考察の主たる対象とはしなかったが、銭屋日記には明治元年（一八六八）以降のもの（慶応四年九月から明治に改
元）が、計三冊残されている。
　その内容を見ると、当然ともいえようが、明治と改元されてもすぐに旧来の諸方式は改まらなかったようで、日記にはそ
れ以前と同様に 回章による芝居見物の誘引も数例確認できる。また、催し 主体は明らかではないが、店の者たちで芝居を見に行った例も見られる。
　江戸期に比して最も相違が認められるのは相撲見物であり、この事例が明治元年以後、明らかに増加している。近世の銭
屋日記においては、相撲見物の記事は安政期に数例見受けられるが、芝居見物のように時期を問 ず繰り返し されている様子はない。ところが明治二年 は、四月十八日付の回章による誘引で 同月二十日に難波新地の相撲興行に、丈助と供の三助が足を運んでいる。これは土浦藩からの回章による振舞であった。また 年六月九日にも高知藩からの回章により、稲荷例祭に伴っての相撲興行への誘いが来てい さらに六月二十五日条（回章は日付不記） は、鳥取 が控えられている。それは因州御屋敷下山宮御祭礼において二十八日に相撲を催すとの誘引 、若旦那と丈助がそ 祭礼に出けているので、おそらく相撲も見物したものであろう。近世には回章 よる相撲見物 事例は見られなかったので、これは誘引の対象が変化した、正確に言えば対象 拡大したと考えることができる。
　勧進相撲や稽古相撲は近世から大坂でも行われていた のであり、明治期に入っていきなり興行が増加したといった類の
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ものではない。その見物機会が増したのは、明治初期という時代における流行や時勢によるためであろうと思われる。
　ここまで銭屋がかかわった芸能について確認したが、かつて検討した蔵屋敷勤番武士の日記に現れた内容と比較すると、
総じて能と かかわりが少なく、それに対 て歌舞伎の見物件数が圧倒的 多いという傾向が読み取れた。それは単なる趣味・嗜好ではなく、誘引による見物ともかかわるも であるため、ひ ては武士と商人の置かれた環境の差異というこ もできるだろう。
　そしてもう一点、福岡藩・久留米藩の日記、および銭屋日記のいずれにも、事例は少数ながら見世物の見物に出向い 記
事が認められ ことにも留意しておきたい。数例ずつとはいえ、武士や有力商家にかかわる三種の日記いず からも、見世物の見物事例が確認された これはその時代における大坂の見世物興行が 幅広い層から人気を得て たことの表れといえる。能や歌舞伎といった、それらの階層へ 享受 想起されやすい芸能にとどまらず、見世物も見物対象であった当 の芸能のありようを、改 て認識しておきたい。注（１） 　『両替商 　銭屋佐兵衛』一巻『四代佐兵衛
 評伝』によれば、丈助はおそらく銭屋家を代表して実際の商いの交渉の表に立っていた人物で、慶応期には佐兵衛
の事実上の代理であった、とある。慶応三年七月から九月にかけては高知藩（土佐藩）に出張し、 『土佐用日記』を書き残している。
（２） 　高知藩と銭屋家との関係は、 『両替商 　銭屋佐兵衛』によれば、安政五年から始まり、砂糖の流通に関す 取引があったものと見られる。（３） 　『浮世見聞集』の筆者は不明であるが、記載内容から大坂北組惣年寄の筆と考えられ 。（４） 　注 前掲書にも、安政期に 三村がたびたび稽古のため銭屋を訪れていること 触 ている（ 「四五 　茶の稽古・骨董の鑑識眼」 ） 。（５） 　『浮世見聞集』の安政六年次に「当冬堀江新芝居出来、賑敷事」との記事がある。慶応二年は安政六年から でに七年後では るが、他に誘引で堀江芝居が
用いられた様子がなく、このあたりの事情により堀江での見物が計画された可能性もあったかと思われる。
